
○特別支援学校や特別支援学級などでは、障害のある幼児・児童・生徒の学習上や生活上の困難さに対して、
　長期的な視点に立って幼児期から学校卒業まで一貫した支援をするため、家庭や医療機関、福祉機関などと
　連携して、様々な側面からの教育的な取組みを示した「個別の教育支援計画」の作成と活用を進めています。
○さらに「個別の教育支援計画」に基づき、より具体的な指導の目標や指導内容、配慮事項などを示した
　「個別の指導計画」を立て、きめ細やかな指導をしています。
○生徒の皆さんは、中学校等で進路先やこれからの学校生活のあり方を決めていく際には、これらの計画を
　基に、保護者・担任の先生、支援機関の方と相談をしましょう。　



中学校卒業後の進路はさまざまです。これまでの学習や生活体験の中で考えて
きた、これからの希望や自分のもっている力などを見つめ直し、自分の適性を
しっかり見極めることが重要です。

・特別支援学校高等部への進学を希望している場合には

  各特別支援学校が定める期間内に、進路を希望する各

  特別支援学校の進路相談・体験入学を必ず受けて

  ください。(５～７月 )

・特別な事情により各校における相談日に進路相談や

  体験入学を受けることができなかった場合は、各特別

  支援学校に相談の上、期日までに受けるようにして

  ください。


